
今回で２回目の開催となった水稲生産者勉強会。
改めて開催意図をご説明しつつ、当日の内容と参加者の皆様
からの感想も一部ご紹介いたします。

会場の様子

１.開会　香取市米穀協議会 会長　多田 静男

２.挨拶　香取市長　伊藤 友則 様

３.講演　農林水産省 農産局企画課 水田農業対策室長　木村 崇之 様
　　　　 『水田農業政策の新たな展開方向』について 
４.講演　農業ジャーナリスト　土門 剛 様
　　　　 『米マーケットの近未来図』について 

５.休憩　15:15～15:25 

６.案内　農業サービスのご案内 

７.講演　ユアキッチンサービス株式会社
　　　　 第一購買管理部 第一購買管理室 リーダー　三澤 実 様
　　　　 『業務用米と環境負荷低減』について

８.講演　農研機構　中日本農業研究センター　研究推進部事業化推進室　 
　　　　 農業技術コミュニケータ　塚本 心一郎 様
　　　　 多収・良食味米品種『にじのきらめき』について 
９.閉会　香取市米穀協議会　事務局長　羽生 惣亮

日時：令和5年２月18日（土）13:30～17:00
場所：みんなの賑わい交流拠点コンパス　４F　小野川ホール
参加人数：約100名
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会場テラスにて、農業用ドローンの展示

香取市米穀協議会　会長　多田 静男
た   だ     しず お

水稲生産者勉強会とは

ドローンの展示

水田農業政策の新たな展開方向とし

て、国は水稲生産を抑制して、高収益

作物である野菜等に誘導する政策であ

ることを知りました。また、米の輸出、米

粉の推進など新たな知識についても学

ぶことができました。

特に土門先生の講演、ワンオペレーショ

ン農業、農業生産技術力、60歳定年就

農のお話がとても印象に残っています。

「にじのきらめき」の品種特性が特に印

象に残っています。飼料米、米粉米など

農政の方向性を聞けたことがとても参

考になりました。品種を増やしモノにす

るのに３年はかかるので、先々の方向

の話が聞けるのはとても助かります。

随時、年度ごとにこういった話が聞ける

と良いのではと思いました。

今後は毎年２月に開催予定です。
皆様のご参加をお待ちしております！

Impression 1

講演を聞いて、農業の転換期、国の

転換期にあることを痛感しました。

今後開催される際は、売る農業や個

別相談窓口についても伺ってみたい

と思います。

また、香取市米穀協議会の発足につ

いては存じませんでしたので、是非そ

ちらも会員になりたいと思いました。

Impression 3

Impression 2

参加者の感想

著名な農業評論家や大規模農家の皆さまをご招待し、弊社
取引先である水稲生産者の安定経営の一助となるようなトー
クショー及び説明会の実施を目的として開催している勉強会。
昨年６月に初回を行い、今回で２回目の開催となりました。

今回は香取市内に本社を置く米穀関係者６社で新たに「香取
市米穀協議会」を立ち上げ、同協議会主催、香取市後援にて
開催。大手実需者、農業関係者、農業ジャーナリストによる令
和５年産に向けての講演等を主体とした、水稲生産者の経営
安定に資する取り組みに関する内容となりました。



一般的な棚卸業社では、集めても５万俵ですが、当店では８月～９月
に10万俵を集荷しています。契約農家からの直接買付なので農協や卸
間売買の手数料がかからず、お客様に安くお米を提供できています。

通常、集荷後のお米は検査会社に委託し、１等・２等・３等・規格外に振
り分けてから販売します。そこを当店では、自社グループ内の７名の農
産物検査員（国家資格）が所属する「有限会社千葉米穀検査」で行って
います。そのため、お客様から等級を指定したお米のご要望があって
も、検査会社に依頼することなく、グループ内でスピーディに対応。
ワンストップ体制なので、お客様にも重宝していただけているようです。

当店では、「肥料の顧問」がデータを元に農家にアドバイスしながら、
より美味しいお米が作れるようサポートしています。これまでは農家
毎の独自手法や経験則で米作りを行っていました。
しかしこのサポートにより米のクオリティが上がり、高品質なお米を安
定的にお客様に届けることができるようになりました。
おかげさまでメイン商品である「水郷の恵」も美味しいと評判です。

羽生惣吾商店の
ココがスゴい！

～羽生惣吾商店が選ばれるワケ～
米作り

当店では、お客様のニーズをもとに栽培品種を決
め、その種を契約している農家に販売して栽培し
てもらっています。農家にとっては、当店から必ず
買ってもらえるという安心があり、当店は売れ筋商
品を確実に準備できるという、まさにWin-Winの
関係です。当社の理念は「農家とともに」。農家さ
んにとっては確実に当社に買ってもらえることが
一番のメリットです。また買値も農協よりも少し高
い値段に設定しています。価格変動でお米の相場 営業部　部長

いぬい   よし   ひこ

乾 慶彦さん

契約栽培で築く農家とのWin-Winの関係

千葉県随一の集荷量

栽培～販売の戦略を考え、企業理念を実現しています

私は１年半前から当店で働いていますが、以前いた会社に比べるとクレー
ム対応がほぼありません。それはお客様が喜んでくださっているという証
拠ですし、次のお客様を紹介してもらえる機会も多 あ々ります。
また、契約栽培なので「〇〇さんが作ったお米です」と作り手の顔が、お客
様にわかるのも強みです。希望があれば圃場を実際に見ることもできます。
お米にこだわる人にも納得の美味しいお米を提供できることに、誇りを感
じています。

クレームはほぼなし!
作り手の顔が見える安心感
やっぱり当店のお米がナンバーワンです！

どこよりも安くお米を提供

が安くなったとしても当社で買い上げ、農家の収
入が増えるように努めています。これ以上作り手
を減らさないためにも、農家を大切にし、支援する
連携体制でありたいと思っています。
令和５年産から力を入れていく品種は「にじのきら
めき」です。粒が大きく、炊き増えも通常は２倍のと
ころを、４倍にもなるとの評判です。既に大病院や
大手給食業者からの要望も入っており、当店の新
たな戦略商品になればと考えています。

当店の強み

検査専門会社
「千葉米穀検査」の存在
集荷～検査～販売をワンストップで！

肥料の顧問が農家をサポート
データを元にしたアドバイスで
高品質化
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選ばれ続けるお店には、必ず何か理由が

あるはず！今回は、営業部部長の乾さん

に、当店の徹底したお米づくりへのこだ

わりと、他店を知るからこそわかる当店の

強みについてお話いただきました！



答えは
次号で掲載！

あなたは羽生惣吾商店グループを
どのくらい知っていますか？
答えは会社に大きく関係する

「アレ」です。レッツチャレンジ！

タテのカギ
1.   人と人が話すこと
3.   息がピッタリ合うこと。
　　「◯◯◯の呼吸」
5.   頭を強くぶつけたり、
　  揺さぶられたりして、
      意識がなくなったり、
      憶を失ったりすること

ヨコのカギ
1.   野山に流れている、
       海へと流れる水流。
2.   緑黄色野菜で白和え・おひたし・
       シチューなどに入れて食べる野菜は？
4.   異なる通貨が交換（売買）
      される際の交換比率。「◯◯◯相場」
6.   うどんに必要な、もちもち感が
　   ありながら弾力があるという意味の言葉
7.    雨降り、雷がおきている天候のこと
8.    春から盛夏への季節の移行期に
        来て、雨をもたらす「◯◯◯前線」

黄色のマスを並び替えてできる、惣アグリフーズが栽培する野菜の日本語名称は？

ヒント

前回の答え

羽生惣吾商店の関連法人「ＳＩＢ協同組合」が行ってい
る外国人技能実習生の受け入れ事業について徹底解剖！
事業立ち上げの経緯から、今後の新たな展開についても
伺いました。

し      み ず        た つ     や

ＳＩＢ協同組合 代表理事

清水 達也さん

設立目的
外国人技能実習生を
受け入れる非営利団体として設立
立ち上げの主目的として、外国人技能実習生の受け入れ・監理
を自分たちで行いたいという思いがありました。受け入れを行
う監理団体は、協同組合・公益財団法人などの非営利団体でな
ければなりません。そこで受け入れのための協同組合を作るこ
とにしました。受け入れ事業においては、企業から希望する人材
のオーダーを聞いてから、提携している外国の送り出し機関と
やり取りして、候補者を送り出してもらいます。それから本人と
企業が対面やビデオ通話で面談し、採用が決定。私たちは実習
生が来日後、実習進捗・生活・労働環境などを１～３か月に１
回、企業に訪問したり本人たちにヒアリングしたりしてチェック
しています。
当初は外国人実習生の受け入れのみを事業として考えていまし
たが、組合員が困っていることも併せて事業化すれば良いので
はと思い、事務処理や購買も始めました。

外国人技能実習生を雇うことで
生まれる効果
異文化交流や国際貢献になる
一番のメリットは、異文化と交流でき、社内の風通しが良くなること
ではないでしょうか。また、若くてやる気のある人材を確保できること
も、企業側にとっては魅力的です。国としても、発展途上国の方に日
本の技術を学んでもらい、自国に帰って活かしてもらうことで「国際
貢献」にもつながっています。

今後のビジョン
受け入れ国を増やし、
新たな事業拡大も
非営利団体ですから収益性を高める必要はありませんが、受け入れ
国や人材を増やしながら、事務処理の仕事を増やしたり、他の事業
を展開したりできればいいと考えています。現在受け入れているの
はベトナム人のみですが、新たな受け
入れ国としてスリランカやネパールが
候補に挙がっています。
また、新たな事業としては、米の共同
仕入れのような協同組合だからこそ
できることを検討中です。

ＳＩＢ協同組合とは
複数のグループ会社や関連会社が集まって作った非営利団体です。現在の主な事業は、共同事務処理、共同購買、外国人技能実習生の共同受入です。

1

8

3

5

4 6

7

2

黄色のマスを
並び替えてで
きる、

Ａ.水郷の恵み（すいごうのめぐみ）

2 3

6 7

4

8

10

1 ロ グ ハ

ト リ イ

シ

ッ

ク

ス ス

リ ス

ル キ

ガ

ー

ミ ス

コ

ス

メ

コ

ン

ノ

ウ ス
5

11
マ

11

ゴ
1413

9



K.B.A NEWS
香取ベースボールアカデミーのあれこれをご紹介する『Ｋ.Ｂ.Ａ NEWS』！
今回は２月に実施された審判講習会のようすをお届けします。

審判講習会に
ついて

コーチ

保谷 雄志さん
やす  たに    ゆう   じ

審判講習会の内容
動きや連携方法を確認
アウト、セーフといったコールにも、腕の角度や動かし方
があります。打球の方向によって審判の動きが右回りな
のか、左回りなのかという状況判断が必要な場面も。ま
たランナーが塁上にいるときの審判同士の連携も教えて
もらいました。野球のルールは非常に難しく、すべてを理
解している人はほとんどいないと言ってもいいでしょう。
そのため、私自身も細かいルールをこの講習会で確認し
ました。選手にとってはもちろん、指導者も審判の動きを
知ることは試合でも役立つ情報だと改めて感じています。

講習会を終えて
野球を頑張る子どもたちのために
私たちが所属しているポニーリーグは試合数が多く、審
判員の方が参加できないケースもあります。その人手が
足りない部分を選手のお父さん方に担っていただいてい
るのは、本当にありがたいこと。お子さんと一緒に、チーム
に関わってくださると私たちも非常に心強いと感じていま
す。もちろん、野球未経験のお父さんもいるでしょう。その
ような状況でも、お子さんのため、チームのためにルール
を勉強してくださり、こういった講習会に参加してくれるこ
とに対して、心から感謝の気持ちを伝えたいと思っていま
す。試合は審判がいないと成り立ちません。保護者の皆さ
んや指導者が力を合わせて、子どもたちがよりよい環境
で野球ができるように努めていきたいと思っています。

参加人数と受講者
審判をするお父さんが対象
千葉県内の近隣チームが午前と午後に分かれて、それぞ
れ50名ずつだったので、合計で100名程度の方にご参加
いただきました。私が参加した会場以外にも複数のグラ
ウンドで同時に開催していました。選手のお父さんへの
審判講習だったので、普段試合の審判をお手伝いしてく
ださる方々へ、より細かなルールをお伝えする場でした。
そのため、私は受講者ではなく、講習会を主催したポ
ニーリーグ（中学の野球連盟）のお手伝いということで参
加。試合のシチュエーションに沿った練習も行うため、審
判の動きを知っているほうがより具体的な指導ができる
と考え、講習を聞かせていただきました。

昨年は悪天候のため座学のみだったた
め、久しぶりにグラウンド内での講習会
でした。半日という短い時間でしたが、
基礎から応用までの濃い内容を教えて
もらうことができました。
チーム内での審判技術向上を図り、お
父さんたちが審判へ入るのが楽しいと
思えるような環境作りをしていけたらと
思います。

チーフのジェスチャーや場面に応じた動き
方・立ち位置など、知らないことがたくさ
んあったのでとても勉強になりました。
講習会に参加し、今後も経験を重ねてい
きたいと改めて感じました。

複数会場で行われたこともあり、１つの会
場に参加者が集中していなかったため、
講師の方に直接、たくさんの質問ができ
ました。丁寧に解説していただき、大変
勉強になりました。ありがとうございました。

参 加 者 の 声
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